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Ⅰ 当期の業績 

（１） 損益計算書 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

・前年度第 2 四半期の特別損失 9,743 千円は、沼田店の建て替えに伴う旧館建物等の固定資産除却損、当年度第 2 四半期の特別損失 359 千         

円は、北九州八幡店の非常用発電機入れ替えに伴う旧発電機の固定資産除却損です。 

 

 

（２） 貸借対照表 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金のうち 1 年以内の返済予定額 320,196 千円は、他の固定負債ではなく、流動負債に含めております。 



 

株式会社 旅籠屋                  3 

 (３) 株主資本等変動計算書（2020 年 7 月 1 日～12 月 31 日、単位：千円、千円未満は切り捨てて表示） 

 

 (４) 貸借対照表および損益計算書の作成の基本となる事項  

四半期の貸借対照表および損益計算書の作成の基礎としている会計処理の原則および手続は、下記事項を除き正規の決算におい

て採用している基準と同一のものを適用しております。正規の決算において採用している重要な会計方針等は「第26期事業報告

書 注記表 Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記」をご参照ください。事業年度の貸借対照表および損益計算書の作成の

ために採用している会計処理の原則および手続きと異なる会計処理の基準は次のとおりです。 

 

●固定資産の減価償却の方法 各四半期の減価償却費は年間償却見積額の4分の1相当額を計上しています。 

●経過勘定項目  未収収益、未払費用等の経過勘定項目のうち、重要性の低い項目は、資産および負債に計上せ

ず期間収益または期間費用として処理しています。 

●消費税等の会計処理  仮払消費税等および仮受消費税等は、相殺のうえ、差額を流動資産または流動負債として計上

しています。 

なお、前期までは直前期の税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各四半期の税引前損益に乗じて計上してい

ましたが、当年度第 1 四半期より年度決算と同一方法により算定しております。 

また、当該四半期の貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

 

 (５) 重要な会計方針  

1.固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産  定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

   建物:17～18 年､構築物:15～20 年､車両運搬具:4～6 年､工具器具備品:3～8 年 

（2）無形固定資産  定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

（3）長期前払費用  定額法を採用しています。 

2.消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

3.リース取引の処理方法  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によって

います。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る会計処理によっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他 

利益剰余金 
項目 

資本金 
資本準備金 

その他 

資本剰余金 
繰越利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

純資産 

合計 

2020 年 6 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 96,054 ▲56,798 249,883 249,883 

第 1 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲36,254  ▲36,254 ▲36,254 

 第 1 四半期中の変動額の合計    ▲36,254  ▲36,254 ▲36,254 

2020 年 9 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 59,800 ▲56,798 213,629 213,629 

第 2 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲60,234  ▲60,234 ▲60,234 

 第 2 四半期中の変動額の合計    ▲60,234  ▲60,234 ▲60,234 

2020 年 12 月 31 日残高 100,000 68,916 41,710 ▲433 ▲56,798 153,394 153,394 
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Ⅱ 第 27 期（2020 年 7 月 1 日～12 月 31 日）の業績の概況 

 部門別内訳  （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております）  

(※1)「前橋南店」「軽井沢店」「名阪長島店」の売上高は、運営受託店のため、宿泊営業売上ではなく運営受託料売上です。 
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 売上高・経常損益（全社合計、出店時期別）の推移  （2020 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍による売上の減少が 11 月後半から再び拡大したため、前年同期に比べて上半期の売上高は 1,177,209→861,556 千円、

経常損益も 147,595→▲91,752 千円と大きな赤字となりました。 
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 客室稼働率（全店通算、構成内訳別）の推移  （2020 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍による活動自粛の影響が長期化しており、客室稼働率は 71.1→54.7％と前年同期を大きく下回りました。 

内訳をみると、ビジネス客はほぼ前年並みですが、ファミリーなどの観光客が半減しています。 

 

Ⅲ 第 27 期の売上高および利益の予測について 
（単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

コロナ禍により前期は創業以来初めての減収、11 期ぶりの赤字となりましたが、当期もその影響が続いており、再度の感染

拡大など今後の見通しも流動的です。そのため、現時点では予想値を算出することが困難なため、不明とします。 

Ⅳ 資金および借入金の状況 

 （１） 現金および預金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て） 

期 

 科目 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

第 27 期第 2 四半期 

2020.10.1～12.31 

現金および預金の増減額 ▲53,403 ▲13,922 ＋519,662 ▲137,296 ▲229,015 

現金および預金の四半期首残高 284,084 230,681 216,759 736,421 599,124 

現金および預金の四半期末残高 230,681 216,759 736,421 599,124 370,108 

 （２）短期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1 年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

第 27 期第 2 四半期 

2020.10.1～12.31 

短期借入金の増減額 ＋62,148 ＋90,367 ＋70,214 ▲15,041 ▲154,582 

短期借入金の四半期首残高 267,090 329,238 419,605 489,819 474,778 

短期借入金の四半期末残高 329,238 419,605 489,819 474,778 320,196 

借入金の減少は、約定返済によるものです。 

 （３）長期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 26 期第 2 四半期 

2019.10.1～12.31 

第 26 期第 3 四半期 

2020.1.1～3.31 

第 26 期第 4 四半期 

2020.4.1～6.30 

第 27 期第 1 四半期 

2020.7.1～9.30 

第 27 期第 2 四半期 

2020.10.1～12.31 

長期借入金の増減額 ▲21,800 ＋102,391 ＋671,892 ▲57,340 ▲79,046 

長期借入金の四半期首残高 506,834 485,034 587,425 1,259,317 1,201,977 

長期借入金の四半期末残高 485,034 587,425 1,259,317 1,201,977 1,122,931 

借入金の減少は、約定返済によるものです。 

 （４） 投資その他の資産の内訳  第 27 期第 2 四半期末（2020 年 12 月 31 日）時点（千円未満は切り捨てて表示） 

 175,732 千円 ･･･ 借上直営店における差入れ保証金（契約満了時返済） 

 21,120 千円 ･･･ 保険料積立金 

     1,210 千円 ･･･ 取引信用金庫などへの出資金 

     18 千円  ･･･ リサイクル預託金 

 合計 198,081 千円 

 

 

 

期別 
 

科目 

第 24 期 通期実績 
2017.7.1～2018.6.30 

第 25 期 通期実績 
2018.7.1～2019.6.30 

第 26 期 通期実績 
2019.7.1～2020.6.30 

第 27 期 通期予想 
2020.7.1～2021.6.30 

売上高 1,906,254 2,077,044 1,790,355 － 

経常損益 129,067 149,768 ▲178,097 － 

当期純損益 63,865 87,593 ▲196,776 － 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

20-21

19-20

18-19

17-18 ファミリー

カップル

グループ

シングル

ビジネス

不明他
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Ⅴ 今後の事業展開と出店計画について 
 

 「庄内店」のオープン予定日が決まりました  

昨年9月上旬に着工した「庄内店」ですが、順調に工事が進み、オープン予定日は4月1日に決まりました。 

 「水戸大洗店」の大規模リニューアルの計画を進めています  

6号店である「水戸大洗店」は2001年10月のオープンから20年近くが経過したため、かねてよりオーナーと新規賃貸借契約

のご相談を進めていましたが、大規模なリニューアルを行ったうえで、10年間の新規契約を結ぶこととなりました。 

なお、全面的な建て替えではありませんので、営業を継続しながら工事を進める計画です。 

なお、コロナ禍により先行きが不透明なため新規出店の具体化は見合わせており、「庄内店」以後で決定した計画はありま

せん。ただし、出店の引き合いは多く寄せられていますので、状況を見ながら具体化していきたいと考えております。 

 本社スタッフの増員  

店舗の増加に対応するため数年前より本社スタッフを募集してきましたが、昨年末から本年初めにかけて3名を新規に採用

しました。コロナ禍による厳しい状況が続いていますが、中長期的な視点で管理機能の強化と事業の拡大を図る計画です。 

 コロナ禍の影響  

コロナ禍による業績悪化により、昨年の4～5月は売上高が前年同期に比べ60～70％減少、6～7月は30～40％減まで戻りま

したが、7月に入って再び陽性者が増加するにつれ回復傾向が頭打ちになり、夏休みも低調に終わりました。9月に入ってか

らはGoToキャンペーンの効果もあって予約が増え始め、売上高も前年同月に比べ10月は90％まで回復し、年末年始は例年

並みに戻る可能性も見えていました。ところが、11月に入って陽性者数の増加が顕著になり、12月18日からのGoToトラベ

ルの一時停止と1月8日からの緊急事態宣言の再発出により、再び業績が悪化しています。 

店舗別に見ると、ディズニーリゾートやUSJへの観光客でにぎわっていた「東京新木場店」や「大阪港店」の稼働率の落ち

込みが大きく、地方の郊外店舗はビジネス利用に支えられ比較的堅調という傾向が続いています。 

いずれにせよ、「自由な旅」＝「移動の自由」を支える必須の社会基盤施設として、休業することなく、医療関係者を含め

「平常心で」すべてのお客様を受け入れる方針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、資金繰りに関しては、秋には業績が回復基調にあったため短期借入れの全額返済を行いましたが、12月末の現預金は

3.7億円と例年以上を確保しております。ただし、再び業績が悪化しつつあるため、余裕資金を確保したいと考えております。 

 

以上 


